
る
。
そ
の
後
、
如
何
に
史
料
に
沈
潜
さ
れ
、
凋
自
の
理
論
を
胞
か
れ
て
き
た

か
、
本
書
を
通
し
て
ひ
し
ひ
し
と
係
わ

っ
て
く
る
。
ま
こ
と
に
設
み
態
え
が
あ

り
、
こ
の
上
も
な
く
刺
激
的
で
あ

っ
た
。
一
九
五
O
J
六
0
年
代
、
階
級
論
と

言
え
ば
、
も
つ
ば
ら
農
民
起
義
で
も
ち
き
り
で
あ
っ
た
が
、
本
者
の
階
級
構
造

論
に
お
い
て
、
農
民
戦
争
が
全
く
取
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
も
、
近
年
の
研
究

状
況
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
言
及
す
べ
く
し
て
出
来
な
か
っ
た
問
題
は
あ
ま

り
に
も
多
く
、
数
々
の
誤
解
と
失
躍
を
重
ね
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
恒
促
た

る
思
い
で
あ
る
。
思
傑
の
な
い
ご
批
判
を
お
願
い
す
る
。
な
お
、
最
後
に
、
張

邦
燈
氏
の
周
到
な
書
評
が
『
宋
史
研
究
通
訊
』
一
九
九
七
1

一
に
個
別
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
記
し
て
筆
を
捌
く
。
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一
九
九
六
年
八
月
河
北
数
育
出
版
社

A
5
剣

五

二

六
頁

陳
事
課
箸

劉
伯
温
輿
酬
明
時
域
|
|

北
京
建
域
的
傍
説金

文

占
口
か

本
書
は
、
明
の
、氷
幾
年
間
の
北
京
城
建
設
に
際
し
て
、
明
初
の
名
臣
、
劉
伯

湿
こ
と
劉
基
が
邸
托
太
子
の
紳
助
を
得
て
、
三
頭
六
時
間
(
ま
た
は
八
管
)
の
そ

の
姿
に
似
せ
て
設
計
を
行
っ
た
と
い
う
、
著
名
な
民
間
停
設
に
つ
い
て
の
総
合

的
な
研
究
で
あ
る
。
こ
の
停
設
は
、
金
受
申
『
北
京
的
侍
読
』
(
通
俗
文
義
出

版
社

一
九
五
八
北
京
、
和
誇
は
東
洋
文
庫

『
北
京
の
侍
読
』
卒
凡
社
一

九
七
六
)
な
ど
に
よ

っ
て
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
、
ま
た
そ
の
起
源
が
、
貨
は
元
初

の
大
都
建
設
に
あ
る
こ
と
も
、
す
で
に
愛
宕
松
男
、
陳
高
華
南
氏
に
よ
っ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
興
味
深
い
俸
設
に
つ
い
て
の
幕
著
は
、
お
そ
ら

く
本
書
を
も
っ
て
鳴
矢
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

著
者
の
陳
祭
森
氏
は
、
現
在
、
香
港
中
文
大
泉
歴
史
系
の
主
任
数
授
、
長
年

ア
メ
リ
カ
、
一
ュ

l
ジ
|
ラ
ン
ド
に
滞
在
し
、
そ
の
閲
『
明
代
名
人
停
』
む
守
・

5
2ミ
ミ

ミ

w
ih

図
式

EE
匂
(
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
祭
出
版
社
、

一
九
七
六
)

の
主
要
執
筆
者
、

『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
中
園
史
』
吋
官
。
ぬ
ヨ
~
王
、
官

民
同・一足。ミ

。L
刊
の
と
さ
の
明
代
史
部
分
の
分
権
著
者
と
な
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
率
、
オ

ー
グ

ラ
ン
ド
大
祭
な
ど
の
数
授
を
歴
任
し
た
園
際
的
に
著
名
な
歴
史
筆
者
で
あ
る
。

と
り
わ
け
著
者
が
一
九
六
五
年
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
皐
に
提
出
し
た
博
士
論
文

は
、

hs門

UE
・
同3
E
U
RQ
N
L『語ぬ
句、

久

RH
(UE
耳
目

同道
官
、
民
と
み
号
令
筒
、

(
劉
基
:
一
個
中
園
皇
帝
一
的
謀
土
的
双
重
形
象
〉
で
あ
っ
た
。
こ
の
テ

!
?
の

研
究
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
こ
の
上
な
い
適
任
者
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

最
初
に

「前
言
」
で
、

本
書
の
テ
l

マ
で
あ
る
「
劉
伯
温
の
北
京
建
城
惇
読
」

が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
金
受
申
前
掲
書
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
。
そ

の
概
要
は
|
|
永
磐
帝
一
の
北
京
建
都
に
際
し
、
幽
州
地
下
の
肇
龍
を
鎮
め
、
無

事
に
城
を
築
く
た
め
、
大
軍
師
の
劉
伯
温
と
二
軍
師
の
挑
庚
孝
が
そ
の
設
計
の

任
に
嘗
る
。
二
人
は
各
々
東
城
と
西
城
に
行
き
、
十
日
後
に
給
園
を
較
べ
て
出

来
栄
え
を
競
う
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
地
形
を
調
べ
て
い
た
二
人
の
軍
師
は

期
せ
ず
し
て
共
に
、

「照
著
我
話
、
不
就
成
了
嶋
?」

〈
自
分
の
話
通
り
に
す

れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
)
と
い
う
撃
を
聞
き
、
ま
た
赤
い
服
を
着
た
子
供
の
姿

を
見
て
不
思
議
に
思
う
。
後
に
こ
の
子
供
が
貨
は
郷
陀
で
あ
り
、
そ
の
言
葉
の

「
話
」
は
同
一
音
の
「
萱
」

(
Z乙
で
あ
り
、
自
分
の
姿
に
似
せ
て
繕
闘
を
描
け

と
い
う
一意
味
で
あ
る
こ
と
を
悟
っ
た
二
人
は
、
早
速
鎗
園
を
作
成
、
十
日
後
に

見
せ
合
う
と
、
全
く
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
「
八
管
邸
陀
城
」
の
由
来

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
南
面
中
央
の
正
陽
門
が
頭
、
南
面
左
右
ニ
門
及
び
東
西
各

々
三
門
、
計
八
門
が
八
管
、
北
面
二
門
が
雨
足
と
な
る
(
三
頭
六
管
の
場
合

は
、
南
面
三
門
が
三
頭
〉

0

著
者
の
考
詮
を
倹
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
停
設
が
全
く
の
虚
構
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
冊
即
時
の
こ
と
は
暫
く
お
く
と
し
て
も
、
北
京
城
の
修
建

は
永
祭
四
年
(
一
四

O
六
〉
に
始
ま
り
同
十
八
年
に
綾
工
し
た
の
に
到
し
、
劉

基
は
洪
武
八
年
〈
二
ニ
七
五
)
に
す
で
に
卒
し
て
い
る
し
、
永
祭
十
六
年
に
卒

し
た
銚
庚
孝
も
こ
の
工
事
に
参
輩
し
た
形
遊
は
見
ら
れ
な
い
。
強
い
て
言
え

ば
、
劉
基
が
南
京
紫
禁
城
を
規
査
し
、
北
京
の
そ
れ
は
南
京
を
モ
デ
ル
に
し
て

い
る
こ
と
が
、
関
係
あ
り
と
す
れ
ば
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
著
者
は
、

明
清
代
の
劉
基
に
関
す
る
野
史
及
び
民
園
初
刊
行
の
北
京
に
つ
い
て
の
掌
故
筆

記
の
類
に
右
の
俸
設
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
停
設
の
形
成
は
お
よ
そ
晩
清
の

頃
、
お
そ
ら
く
無
名
の
義
人
の
手
に
成
り
、
演
劇

・
講
談
・
語
り
物
な
ど
に
よ

っ
て
庚
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
、
ロ
パ
l
ト
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
所

謂
大
停
統
と
小
停
統
モ
デ
ル
に
よ
る
こ
の
問
題
の
解
闘
停
を
提
案
す
る
。

第
二
章
「
北
京
城
建
置
的
沿
革
」
で
は
、
戦
闘
時
代
の
燕
の
繭
城
か
ら
清
代

に
至
る
ま
で
の
北
京
城
の
歴
史
が
概
観
さ
れ
る
。
本
書
の
テ
1
7
に
と
っ
て
は

い
わ
ば
基
礎
知
識
的
部
分
で
あ
る
が
、
従
来
の
研
究
の
要
約
で
あ
り
、
特
に
紹

介
す
べ
き
内
容
は
な
い
。

第
二
章
コ
冗
代
大
都
城
建
造
的
侍
読
」
で
は
、
こ
の
停
設
の
起
源
を
な
す
元

初
の
大
都
建
設
に
ま
つ
わ
る
劉
乗
忠
及
び
邸
陀
に
つ
い
て
の
言
い
俸
え
と
そ
の

背
景
が
詳
述
さ
れ
る
。
ま
ず
愛
宕
松
男
氏
「
元
の
大
都
L

、
陳
高
華
氏
『
元
大

都
』
に
よ
っ
て
、
元
末
の
張
畏
「
埜
下
曲
」
(
後
述
〉
、
長
谷
員
逸
『
曲
炭
団
幹
跡

話
』
の
「
燕
城
は
劉
太
保
の
定
制
に
係
り
、
九
て
十
一
門
、
那
托
一
柳
三
頭
六
管

雨
足
を
作
す
」
云
々
の
記
述
、
及
び
葉
子
奇
『
草
木
子
』
な
ど
の
関
連
記
事
を

引
用
し
て
元
代
に
お
け
る
停
設
の
質
態
を
紹
介
し
、
次
い
で
毘
沙
門
天
王
の
第

三
子
た
る
那
陀
(
明
以
降
は
廊
陀
と
表
記
)
太
子
に
到
す
る
南
北
朝
以
来
、
明

代
の
小
説
に
至
る
ま
で
の
信
仰
及
び
関
連
俸
承
に
つ
い
て
、
柳
存
仁
氏
「
毘
沙

門
天
王
輿
中
園
小
説
之
関
係
」
(
『
和
風
堂
文
集
』
枚

上
海
古
籍
出
版
社
一

九
九
一
)
な
ど
の
先
行
研
究
を
利
用
し
て
概
観
す
る
。
著
者
は
特
に
『
併
設
最

上
秘
密
那
李
天
経
』
な
ど
に
見
え
る
那
陀
太
子
の
降
龍
治
水
俸
読
に
注
目
し
、

大
都
建
設
に
と
っ
て
水
源
の
確
保
が
最
大
の
難
問
で
あ
っ
た
こ
と
、
大
都
に
先

立
つ
上
都
建
設
に
際
し
、
劉
乗
忠
が
龍
を
制
御
し
た
と
い
う
『
至
正
直
記
』
の

記
述
を
指
摘
し
て
、
そ
こ
に
大
都

・
劉
乗
忠

・
那
陀
、
三
者
の
接
貼
及
び
停
設

の
起
源
を
見
い
出
そ
う
と
す
る
。

第
三
掌

「
明
代
北
京
城
建
造
的
市
開
設
」
で
は
、
元
代
の
停
承
が
い
か
に
明
代

以
降
第
化
し
て
今
日
の
如
き
形
に
な
っ
た
か
を
様
々
な
史
料
に
よ
っ
て
迫
跡
す
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る
。
本
書
の
最
も
主
要
な
部
分
で
あ
る
。

ま
ず
著
者
は
、
弘
治
正
徳
年
閲
の
人
、

楊
子
器
の

「元
宮
詞
」
に
「
那
托
城
」

の
名
m
怖
が
見
え
る
も
の
の
、
そ
の
後
晩
清
に
至
る
ま
で
の
史
料
に
は
こ
れ
に
関

す
る
記
載
が
見
出
せ
ず
、
そ
の
初
見
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
匡

Z
S忠

明，

Z
E
の
、
急
s
h
h
と
と
又
z
a
n
P
R之
宮
崎

S
(
一
九

O
O〉
及
び
英
人

巧
2
5円
の
〉
ふ
ミ
ロ
晶
、
え
ト
命

gnp
。
¥
門
り
と

E
(
一
九
二
四
〉
で
あ
る
こ

と
に
注
意
す
る
。
雨
室
間
共
に
嘗
時
北
京
巷
関
の
口
頭
俸
承
を
採
集
し
た
も
の
で

あ
る
。
つ
い
で
金
受
申
前
掲
書
を
は
じ
め
解
放
後
に
出
版
さ
れ
た
北
京
の
停
設

に
つ
い
て
の
書
物
に
よ
っ
て
、
こ
の
停
承
の
様
々
な
異
俸
が
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

ら
に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
龍
と
水
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。

次
に
こ
の
傍
承
の
一
方
の
主
役
で
あ
る
劉
基
(
伯
、温
)
の
俸
記
及
び
そ
こ
か

ら
汲
生
し
た
捕
開
設
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
る
。
中
で
も
劉
基
が
南
京
実
都
及
び
紫

禁
城
建
設
に
関
興
し
た
こ
と
、
後
世
多
く
の
陰
陽
術
数
風
水
関
係
の
書
の
著
者

に
擬
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
明
末
の
謡
史
小
説
『
英
烈
惇
』
に
お
い
て
法
術
を

駆
使
す
る
諸
首
相
孔
明
も
ど
き
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
、
し
か
も
劉
乗
忠
の
孫
で

あ
る
と
さ
れ
た
貼
は
、
北
京
建
城
侍
読
と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い

で
あ
ろ
う
。
著
者
が
特
に
重
視
す
る
の
は
、
次
に
穆
げ
る
モ
ン
ゴ
ル
の
府
開
設
で

あ
る
。そ

れ
は
一
九

O
七
年
に
オ
ル
ド
ス
地
方
で
書
寓
さ
れ
た
「
大
明
永
祭
皇
帝
は

い
か
に
北
京
城
を
建
設
し
た
か
|
|
元
王
子
と
虞
王
子
」
と
題
す
る
モ
ン
ゴ
ル

語
の
物
語
で
、
そ
こ
で
は
永
繁
一
帝
は
貨
は
元
の
王
子
、
す
な
わ
ち
元
の
順
一
帝
の

遺
子
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
元
王
子
は
父
洪
武
一
帝
の
命
に
よ
り
北
京
地
方
の
守
備

に
赴
く
が
、
そ
の
際
、
母
后
の
忠
告
に
よ
り
劉
伯
温
を
丞
相
と
し
て
同
道
す

る
。
南
口
開
(
北
京
の
北
)
に
到
着
し
単
騎
出
か
け
た
元
王
子
は
、
黒
い
顔
で

黒
衣
を
ま
と
い
黒
馬
に
乗
っ
た
異
人
に
遭
遇
す
る
。
異
人
は
元
王
子
の
弓
を
借

り
四
方
に
矢
を
放
っ
と
、
矢
の
落
ち
た
と
こ
ろ
に
財
賓
が
埋
っ
て
い
る
の
で
、

劉
伯
温
に
紅
い
矛
で
そ
れ
を
掘
ら
せ
、
そ
の
財
賓
で
城
を
建
て
き
せ
よ
、
と
命

じ
、
紅
い
矛
を
元
王
子
に
渡
す
。
王
子
が
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
劉
伯
温

は
城
を
北
京
と
名
づ
け
、
王
子
を
小
皇
帝
と
し
た
。
や
が
て
洪
武
一
帝
が
死
ぬ
と

王
子
は
南
へ
錦
り
、
員
王
子
(
建
文
喬
)
か
ら
位
を
う
ば
い
皇
帝
と
な
っ
た
。

こ
の
モ
ン
ゴ
ル
の
俸
設
と
先
述
の
『
英
烈
停
』
の
設
定
を
合
せ
考
え
れ
ば
、

元
帯
、
氷
繁
帯
、
劉
乗
忠
劉
基
と
い
う
二
組
の
架
空
の
血
縁
に
よ
っ
て
、
元

代
の
俸
承
が
明
代
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
右
の
俸

設
に
現
れ
る
黒
い
異
人
に
つ
い
て
、
著
者
は
、
洪
武
、
永
祭
雨
需
が
共
に
信
仰

し
た
北
方
員
(
玄
)
武
神
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
、
永
祭
帯
が
靖
難
の
漢
に
お
け

る
勝
利
を
記
念
し
て
武
蛍
山
と
北
京
に
員
武
廟
を
建
て
た
事
質
、
及
び
銚
庚
孝

が
北
方
玄
武
を
祭
っ
て
永
繁
一
帝
を
助
け
た
と
い
う
『
綬
蔵
書
』
巻
九
「
挑
恭
靖

公
停
」
の
記
事
を
翠
げ
る
。

劉
基
に
ま
つ
わ
る
届
開
設
と
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
そ
の
名
に
仮
託
さ

れ
た
預
言
書
と
し
て
名
高
い
「
焼
餅
歌
」
の
存
在
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
「
焼

餅
歌
」
が
賀
は
明
初
の
異
人
、
餓
冠
道
人
張
中
の
撰
と
停
え
る
「
蒸
餅
歌
」
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
そ
れ
が
清
代
の
反
清
復
明
及
び
そ
れ
を

継
承
し
た
革
命
運
動
の
中
で
、
秘
密
結
社
に
よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
最
終
的
に
、
北
京
建
城
の
停
説
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
気
運
の
中
で
定
型
化

し
流
布
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
結
論
、
つ
け
る
。

な
お
挑
康
孝
に
つ
い
て
は
、
員
武
信
仰
と
の
関
連
の
ほ
か
、
民
開
停
設
で
は

互
い
に
競
い
合
う
英
雄
が
ベ
ア
で
出
現
す
る
例
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
永
雌
末
年

聞
の
北
京
建
設
が
時
期
的
に
劉
基
の
生
卒
年
と
合
わ
ず
、
む
し
ろ
挑
康
孝
の
そ

れ
に
合
致
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
陸
燦
『
庚
巳
編
』
等
に
、
南
京
建
都

に
際
し
て
劉
基
と
餓
冠
道
人
張
中
が
共
に
鎗
圏
を
奉
っ
た
こ
と
が
見
え
、
こ
の
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話
の
中
の
張
中
が
後
に
銚
康
孝
に
入
れ
替
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

「
徐
論
」
の
部
分
で
は
、
「
前
言
」
で
述
べ
た
大
油
田
統
と
小
俸
統
の
理
論
が

全
面
的
に
展
開
さ
れ
、
古
代
以
来
の
中
園
文
化
も
ま
た
大
俸
統
と
小
俸
統
の
紹

え
聞
な
き
交
流
と
融
合
の
産
物
に
他
な
ら
ぬ
こ
と
、
そ
し
て
北
京
建
城
の
停
設

も
そ
の
一
例
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
特
に
そ
の
現
代
的
意
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
こ
の
民
開
捕
開
設
が
解
放
後
の
祉
禽
主
義
中
園
に
お
い
て
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
が
儒
家
に
代
る
大
停
統
と
し
て

の
マ
ル
ク
ス
レ
l

ニ
ン
主
義
、
毛
深
東
思
想
の
労
働
史
観
と
、
小
停
統
と
し
て

の
民
間
口
頭
停
承
と
の
新
た
な
る
結
合
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
見
解
を
述
べ

て
い
る
。
附
録
の
「
資
料
篇
」
は
、
こ
の
停
設
に
つ
い
て
の
様
々
な
異
俸
と
関

連
俸
承
を
網
羅
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
よ
っ
て
讃
者
は
、
北
京
建
城
停
設
の
全
貌
と
そ
の
背
景
を
な
す
諸
方

面
の
史
貧
を
、
き
わ
め
て
よ
く
整
理
さ
れ
た
か
た
ち
で
知
り
、
併
せ
て
そ
の
文

化
的
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
皐
術
的
、
啓
蒙
的

債
値
は
大
き
い
と
号
一
口
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

145 

以
下
、
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
-
評
者
の
感
じ
た
問
題
黙
を
四
つ
提
起
し
て
み

た
い
。ま

ず
最
初
は
、
張
呈
の
「
議
下
曲
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
大

都
が
那
托
城
と
よ
ば
れ
た
こ
と
を
最
初
に
述
べ
た
、
惇
設
の
起
黙
と
な
る
重
要

な
史
料
で
あ
る
。
次
に
全
文
を
示
す
。

大
都
周
遭
十
一
門
大
都
の
ま
わ
り
の
十
一
門

草
苫
土
築
那
陀
城
草
も
て
お
お
い
土
も
て
築
き
し
那
陀
の
城

識
言
若
以
碍
石
褒
識
巴
一
=
口
う
も
し
碍
石
も
て
つ
つ
ま
ば

長
似
天
王
衣
甲
兵
と
こ
し
え
に
天
王
衣
甲
の
兵
に
似
ん
と

本
書
で
は
こ
の
詩
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
第
三
句
の

「
褒
」
を
「
裡
」
(
裏
の
別
鐙
〉
に
誤
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な
る
誤
槌
か
も

知
れ
ぬ
が
、
正
に
一
字
之
差
、
謬
之
千
里
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
大
都
の
城
壁
は
土
城
で
あ
り
、
雨
水
に
よ
る
浸
蝕
を
防
ぐ
た
め
葦

を
被
せ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
碍
で
覆
お
う
と
の
建
議
が
し
ば
し
ば
な
さ
れ
な

が
ら
つ
い
に
寅
現
を
見
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二
一
一
一
句
は
そ
の
こ
と
を
言
っ
た

も
の
に
相
違
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
詩
は
、
大
都
が
那
陀
の
姿
に
似
せ
て
作

ら
れ
た
と
い
う
停
承
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
城
壁
の
碍
化
問
題
を
考
え
る

上
で
も
重
要
な
史
料
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
第
四
句
は
那
陀
城
と
碍
化
が
密
接
な

関
係
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
嘗
然
こ
の
問
題
に
つ
い

て
議
論
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

張
豆
の
詩
を
-
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
、
愛
宕
松
男
氏
コ
冗
の
大
都
」
(
『
歴
史

教
育
』
一
四
|
一
一
一
一
九
六
六
、
ま
た
『
笈
宕
松
男
東
洋
史
拳
論
集
』
第
四

巻
三
三

O
頁
)
で
あ
る
。
氏
は
、
「
大
都
城
が
碍
蜜
す
な
わ
ち
煉
瓦
を
用
い
ず

こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
土
城
で
終
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
経
費
不
足
の
た
め
で

も
な
け
れ
ば
労
役
の
煩
を
顧
慮
し
た
結
果
で
も
な
い
。
全
く
ラ
マ
数
の
俗
信
に

従
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
右
の
詩
を
引
用
し
、
「
そ
れ
は
全
く
護

法
の
紳
た
る
那
托
の
加
護
を
求
め
て
の
慮
置
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ

る
。
つ
い
で
陳
高
華
氏
『
元
大
都
』
(
北
京
出
版
社
一
九
八
二
)
が
こ
の
詩

に
言
及
し
た
が
、
佐
竹
靖
彦
氏
に
よ
る
そ
の
和
語
〈
中
公
新
書
〉
で
は
、
陳
氏

の
同
意
を
得
た
上
で
、
原
文
に
は
な
い
「
張
豆
の
歌
は
郷
町
の
城
大
都
が
煉
瓦

で
葺
か
れ
た
な
ら
、
戦
い
の
一
柳
毘
沙
門
天
王
が
鎧
を
着
た
こ
と
に
な
り
、
不
吉

で
あ
る
と
い
い
な
ら
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
(
八

O
頁
〉
と
い

う
一
文
が
わ
ざ
わ
ざ
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

雨
氏
の
見
解
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
詩
の
後
牢
は
大
都
城
壁
が
碍
で
稜
わ
れ

phG
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な
か
っ
た
こ
と
の
理
由
を
述
べ
た
も
の
で
、
具
鐙
的
に
は
、
碍
で
覆
う
の
は
不

吉
だ
と
い
う
ラ
マ
致
、
す
な
わ
ち
チ
ベ
ッ
ト
例
数
の
俗
信
の
せ
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

よ

る

い

含

ま
ず
佐
竹
氏
は
末
句
の
「
衣
甲
兵
」
を
「
甲
兵
を
衣
る
」
と
讃
ま
れ
て
天
王

よ
る
い

き

を
主
語
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
甲
を
衣
た
兵
」
と
諌
む
べ
き
で
、
「
天
王
の

衣
甲
の
兵
」
と
は
那
陀
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
毘
沙
門
天
王
と
那
陀
太
子

父
子
は
む
ろ
ん
深
い
関
係
に
あ
る
。
宋
代
、
毘
沙
門
天
が
城
壁
の
守
護
紳
と
し

て
城
機
の
天
王
堂
に
洞
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
宮
崎
市
定
「
毘
沙
門
天

信
仰
の
東
漸
に
就
て
」
(
全
集
一
九
)
に
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
毘
沙
門
天
が

「
紫
金
の
躯
」
ま
た
は
「
頑
餓
を
鋳
た
」
身
鐙
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
『
笑
辛
雑

識
績
集
』
の
「
宋
江
三
十
六
賛
」
に
見
え
る
。
こ
の
貼
か
ら
す
れ
ば
詩
の
三
四

句
は
、
も
し
城
壁
を
碍
で
覆
え
ば
、
城
の
守
護
紳
た
る
金
銭
身
の
天
王
の
子
、

那
陀
が
さ
ら
に
甲
を
つ
け
た
よ
う
に
城
壁
も
堅
聞
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
激

想
も
し
く
は
願
望
を
述
べ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
那
陀
を

チ
ベ
ッ
ト
併
数
と
関
連

e

つ
け
る
必
要
は
な
い
し
、
甲
を
つ
け
る
の
が
不
吉
と
い

う
の
も
理
解
し
難
い
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
至
元
年
聞
に
海
運
で

E
富
を
得
た
江
南

の
朱
清
と
張
費
が
、
自
分
の
財
力
で
城
堵
を
碍
で
覆
お
う
と
願
い
出
て
担
否
さ

れ
た
こ
と
が
『
析
津
志
』
(
『
目
下
醤
関
考
』
巻
三
八
引
〉
に
見
え
る
。
佐
竹
氏

は
南
方
出
身
者
を
忌
避
し
た
た
た
め
と
推
測
さ
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
問
題

を
め
ぐ
っ
て
南
北
閉
ま
た
は
民
聞
と
朝
廷
の
聞
に
一
憲
一
見
の
相
濯
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
張
豆
は
江
西
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
に
は
南
人
の
北
人
に
射
す
る
感
情

が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

愛
宕
氏
は
大
都
が
土
城
の
ま
ま
な
の
を
「
不
完
全
」
と
表
現
さ
れ
た
が
、
そ

の
た
め
に
は
嘗
時
城
壁
を
碍
で
覆
う
の
が
す
で
に
常
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
前
提

と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
波
義
信
氏
『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研

究
』
に
よ
れ
ば
、
城
壁
を
碍
で
覆
う
の
は
、
北
宋
中
後
期
か
ら
南
宋
に
か
け

て
、
南
方
で
盛
ん
に
な
っ
た
新
工
法
で
あ
る
(
三

O
六
頁
)
。
北
宋
の
開
封
は

土
城
で
あ
り
、
元
初
の
段
階
で
も
北
方
で
は
な
お
土
城
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
こ
へ
気
候
上
樽
城
を
必
要
と
し
た
経
済
的
先
進
地
域
で
あ
る

南
方
の
影
響
が
及
ん
だ
こ
と
を
、
右
の
張
豆
の
詩
は
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

た
勺
ノ
。

次
に
指
摘
す
べ
き
黙
は
、
邸
陀
太
子
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の

停
設
の
中
の
黒
い
異
人
を
同
県
武
神
と
断
じ
ら
れ
た
の
は
著
者
の
卓
見
で
あ
る

が
、
そ
れ
な
ら
ば
さ
ら
に
一
歩
を
進
め
、
郎
両
と
員
武
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

考
究
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
毘
沙
門
天
は
本
来
は
北
方
を
司
る
一
刊
で
あ

り
、
中
園
俸
統
の
五
行
思
想
に
よ
る
北
方
一
柳
、
同
県
(
玄
)
武
と
習
合
す
る
の
は

き
わ
め
て
自
然
で
あ
ろ
う
。
跡
托
太
子
が
員
武
と
習
合
し
た
ら
し
い
形
迩
は
、

貸
は
著
者
も
指
摘
す
る
元
曲
の
中
に
見
え
る
。
「
盆
見
鬼
」
雑
劇
(
『
元
曲
選
』

及
び
明
抄
本
)
第
二
折
〔
鵠
踏
枝
〕
曲
に
、
「
迫
人
魂
黒
験
那
陀
L

と
あ
る
の

か
お

が
そ
れ
で
あ
る
。
「
黒
い
除
の
那
陀
」
は
モ
ン
ゴ
ル
の
俸
設
中
の
黒
い
異
人
を

容
易
に
想
起
せ
し
む
る
で
あ
ろ
う
。

田
県
武
が
黒
色
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
原
名
の
玄
武
か
ら
言
っ
て
も
、

ま
た
五
行
の
色
の
配
嘗
か
ら
言
っ
て
も
蛍
然
で
あ
る
。
員
武
を
合
む
北
極
大
一
帝

の
四
賂
、
い
わ
ゆ
る
四
聖
は
、
宋
代
以
来
箪
紳
と
し
て
朝
廷
の
傘
崇
を
集
め
た

が
、
そ
の
中
の
均
聖
将
軍
は
ま
た
黒
鉱
山
(
殺
)
と
よ
ば
れ
、
元
曲
中
で
は
た
と

え
ば
「
馬
陵
道
」
雑
劇
第
一
折
〔
混
江
龍
〕
曲
に
、
「
人
一
似
黒
熱
天
蓬
」

(
天
蓬
も
四
聖
の
一
)
と
あ
る
よ
う
に
、
那
托
と
同
じ
く
凶
相
の
比
織
に
用
い

ら
れ
る
。
楊
億
『
談
苑
』
の
「
黒
殺
将
軍
」
の
僚
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
肺
は
「
穫

は
嬰
児
の
如
く
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
も
幼
児
の
姿
を
し
た
那
陀
と
の
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類
似
は
あ
ろ
う
。
ま
た
張
豆
「
賛
下
曲
」
の
中
に
は
、
「
北
方
九
限
大
黒
殺
、

幻
形
(
四
庫
全
書
本
『
可
開
老
人
集
』
は
「
影
」
と
す
る
〉
焚
名
麻
紘
刺
(
『
可

閲
老
人
集
』
は
「
紘
刺
蹴
L
)

。
頭
戴
綾
鶴
踏
魔
女
、
用
人
以
祭
惑
中
華
」
と
い

う
詩
が
見
え
、
首
時
大
都
で
こ
の
紳
が
人
身
供
儀
の
邪
数
に
取
り
入
れ
ら
れ
て

祭
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
第
三
句
の
「
魔
女
を
踏
む
」
に
つ
い

て
は
、
明
の
コ
一
郎
紳
酵
射
鎖
魔
鏡
」
雑
劇
の
第
一
折
せ
り
ふ
で
、
那
托
が
四

魔
女
、
天
魔
女
、
地
魔
女
等
を
降
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
参
考
に
な
る
。

ま
た
第
四
句
の
殺
人
祭
犯
が
那
托
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
明
の
『
識

徐
』
(
筆
記
小
説
大
観
績
編
)
各
一
に
、
幽
州
の
鎮
園
寺
で
西
蕃
の
妖
借
が
二

月
の
那
托
太
子
誕
日
に
重
男
童
女
を
殺
し
て
血
を
貯
え
た
と
い
う
記
述
か
ら
知

り
得
る
。
西
蕃
と
あ
る
か
ら
に
は
、
チ
ベ
ッ
ト
併
数
で
あ
ろ
う
。
那
托
と
国
民

武
、
黒
殺
と
の
結
合
は
、
こ
の
よ
う
な
北
京
地
域
に
お
け
る
嘗
時
の
宗
数
状
況

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

鄭
恩
尚
円
『
心
史
』
巻
下
に
、
大
都
で
毎
年
二
月
に
那
托
太
子
の
誕
日
が
祝
わ

れ
て
い
た
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
清
代
で
は
黒
龍
溜
に
那
托
廟
が
あ

り
、
東
便
門
外
の
東
綴
廟
に
も
托
搭
天
王
と
棚
即
応
父
子
が
従
記
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
、
本
書
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
那
托
と
北
京
と
の
関
係
を

考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
傍
牙
の
存
在
で
あ
る
。

那
托
に
ま
つ
わ
る
初
期
の
俸
設
の
中
で
最
も
有
名
な
の
は
、
麿
の
道
宣
律
師

に
那
托
が
品
開
牙
を
献
じ
た
と
い
う
『
宋
古
両
信
俸
』
省
一
四
に
見
え
る
話
で
あ
ろ

う
。
那
陀
が
自
ら
の
骨
肉
を
父
母
に
か
え
し
た
と
い
う
後
世
著
名
の
俸
設
も
、

「某
に
併
牙
あ
り
、
賓
掌
久
し
と
い
え
ど
も
、
頭
目
す
ら
な
お
捨
つ
、
敢
え
て

献
ぜ
ざ
る
や
」
と
い
う
『
宋
高
僧
停
』
の
記
載
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
併
牙

と
那
托
、
そ
れ
に
毘
沙
門
天
の
も
つ
塔
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
そ
の
悌
牙
が

元
の
大
都
に
あ
っ
た
こ
と
を
一示
す
史
料
は
、
陳
垣

「併
牙
故
事
」

「法
献
併
牙

隠
現
記
」
(
『
陳
垣
皐
術
論
文
集
』
第
二
輯
中
華
書
局
一
九
八
二
)
に
よ

れ
ば
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
康
照
二
十
六
年
、
宣
武
門
外
の
遼
代
の
塔
泣
か
ら
悌

牙
舎
利
の
石
匝
が
後
見
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
朱
葬
傘
「
遼
四
雲
仙
懸
葬
舎
利
石
匝

記
政
」
(
『
曝
書
亭
集
』
巻
五
一
)
、
も
う
一
つ
は
遼
の
威
薙
七
年
、
北
京
西
山

の
招
仙
塔
下
に
埋
め
ら
れ
た
併
牙
で
あ
る
。
後
者
は
も
と
劉
宋
の
倍
、
法
献
が

烏
纏
(
子
関
〉
園
よ
り
も
た
ら
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
南
京
、
長
安
、
開
封
な

ど
各
地
を
柏
崎
々
と
し
た
あ
げ
く
、
北
京
西
山
に
安
置
さ
れ
、
一
九

O
O年
の
義

和
岡
事
件
に
際
し
、
八
園
聯
寧
の
砲
撃
に
よ
り
塔
が
破
嬢
さ
れ
た
た
め
再
び
世

に
出
た
と
い
う
奇
し
き
因
縁
を
も
っ
。
現
在
は
西
山
盛
光
寺
の
塔
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
耶
律
楚
材
「
西
庵
所
蔵
併
牙
」
詩
(
『
湛
然
居
士
集
』
巻
二
)

の
傍
牙
も
場
所
は
お
そ
ら
く
大
都
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
遼
代
以
降
の
北
京

地
方
に
併
牙
を
納
め
る
塔
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
そ
の
地
に
那
陀
の
俸
設
を
生

む
べ
き
一
つ
の
背
景
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
年
日
本
で
は
『
封
紳
演
義
』
の
流
行
に
よ
り
、
邸
陀
太
子
に
射
す
る
関
心

が
急
速
に
高
ま
り
、
二
階
堂
善
弘
氏
「
邸
托
太
子
考
」
(
『
道
教
の
歴
史
と
文

化
』
牧
雄
山
閣
出
版
一
九
九
八
)
な
ど
の
専
論
も
現
れ
て
い
る
の
で
、
本

書
の
テ
l
マ
と
は
や
や
離
れ
る
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
い
く
つ
か
の
黙
を
指
摘

し
た
い
。

『
西
遊
記
』
等
の
小
説
に
お
い
て
、
毘
沙
門
天
王
が
唐
初
の
名
賂
、
李
靖
と

さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
柳
存
仁
、
二
階
堂
氏
な
ど
従
来
の
研

究
で
は
、
天
王
の
姓
を
李
と
す
る
最
も
早
い
例
は
元
の
『
七
園
春
秋
一
件
話
』
の

「
昆
沙
門
托
塔
李
天
王
」
、
あ
る
い
は
『
水
務
停
』
十
一
回
に
登
場
す
る
北
京

大
名
府
の
武
絡
、
李
天
王
李
成
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
小
説
が
反
映
す
る
の
は

せ
い
ぜ
い
宋
代
の
状
況
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
毘
沙
門
天
王
の
姓
が
李
で
あ
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
り
早
い
資
料
・
か
あ
る
。
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唐
以
前
に
お
い
て
見
沙
門
信
仰
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た
の
は
西
域
の
子
闘
で

あ
り
、
中
園
の
そ
れ
が
子
聞
か
ら
多
大
の
影
響
を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
は
、
宮
崎

市
定
前
掲
論
文
に
す
で
に
指
摘
が
あ
る
。
子
関
園
王
は
自
ら
「
枇
沙
門
天
の
詐

胤
」
と
稽
し
て
い
た
の
で
あ
り
(
「
大
唐
西
域
記
』
程
二
一
)
、
そ
の
姓
〈
と
ミ
同

(
唐
代
で
は
尉
混
と
誇
さ
れ
る
)
も
、
お
そ
ら
く
毘
沙
門
〈
巳
白
岡
山
〈
-
白

E
と
無

関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
子
蘭
園
王
は
こ
れ
と
は
ま
た
別
に
世
間
風
に
李

姓
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
五
代
菅
の
天
一
幅
三
年
(
九
三
八
)
、
子

蘭
王
李
聖
天
が
唐
の
宗
腐
と
稽
し
て
遺
使
来
貢
し
た
こ
と
は
、
『
宋
史
』
巻
四

九

O
「
子
関
停
」
及
び
『
加
府
元
勉
』
巻
九
六
五
「
外
臣
部
」
に
見
え
て
い

る
。
李
聖
天
と
い
う
名
は
李
天
王
と
言
う
に
等
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
李
姓
を

名
乗
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
李
聖
天
一
人
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
え
る
。
唐

代
チ
ベ
ッ
ト
人
は
子
闘
を
ピ
}
ザ
可
三
と
よ
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
は
李
園
を
意

味
す
る
で
あ
ろ
う
。
張
庚
淫
・
策
新
江
『
子
関
史
叢
考
』
(
上
海
書
庖
一
九
九

一
ニ
〉
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
の
「
子
岡
敬
法
史
」
に
見
る
こ
の
語
を
「
李
域
」
と
誇

し
て
い
る
(
二
五
四
頁
)
。
毘
沙
門
天
の
李
姓
は
唐
代
の
子
闘
に
淵
源
す
る
可

能
性
が
き
わ
め
て
強
い
で
あ
ろ
う
。
子
闘
が
南
唐
に
天
王
像
を
贈
っ
た
(
王
折

『
績
文
献
通
考
』
巻
二
四
六
〉
と
い
う
の
も
、
同
じ
李
姓
の
誼
か
ら
で
は
あ
る

ま
い
か
。
後
唐
の
李
克
用
が
天
王
と
舎
し
た
(
『
北
夢
潰
言
』
巻
一
一
)
、
ま
た

後
唐
末
一
帝
の
李
従
珂
は
北
方
天
王
の
相
が
あ
っ
た
(
『
五
代
史
』
巻
四
六
)
な

ど
の
話
柄
は
、
李
天
王
の
設
が
蛍
時
す
で
に
中
園
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
毘
沙
門
天
王
に
は
三
人
の
太
子
が
お
り
邸
陀
は
三
太
子
で
あ
る

が
、
右
の
李
聖
天
に
も
質
は
三
人
の
太
子
が
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
教
爆
出

土
の

3
2
5
2宏
文
書
紙
背
「
併
頂
傘
勝
呪
本
」
及
び
育
文
の
末
に
「
甲
子

年
八
月
七
日
子
蘭
太
子
三
人
来
到
傍
堂
、
崎
柑
法
華
経
第
四
巻
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
張
庚
達
、
祭
新
江
前
掲
書
「
敦
煙
文
書

]
U
8
5
(子
関
文
)
《
従
徳
太
子

褒
願
文
(
擬
)
》
及
其
年
代
」
に
よ
る
と
、
甲
子
は
九
六
四
年
、
三
人
の
太
子

は
李
聖
天
と
敦
燈
鴎
義
軍
節
度
使
、
酋
日
議
金
の
女
の
聞
に
生
ま
れ
、
名
は
従

徳
、
従
連
、
環
原
、
う
ち
従
徳
太
子
は
敦
煙
を
経
て
宋
に
来
朝
し
た
こ
と
が
あ

る
ら
し
い
。
『
宋
史
』
に
乾
徳
三
年
(
九
六
五
〉
来
貢
し
た
と
あ
る
徳
従
は
従

徳
を
誤
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
大
中
群
符
二
年
(
一

O
O九
)
、
そ
の

王
は
黒
韓
王
と
稽
し
て
ま
た
使
節
を
迭
っ
て
き
た
。
こ
の
頃
子
聞
は
す
で
に
カ

ラ
ハ
ン
朝
の
支
配
下
に
あ
っ
た
か
ら
、
黒
韓
は
お
そ
ら
く
カ
ラ
ハ
ン
の
謬
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
も
子
顕
王
(
毘
沙
門
)
と
黒
色
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。

毘
沙
門
李
天
王
と
子
関
主
李
聖
天
に
共
に
一
一
一
人
の
太
子
が
い
た
の
は
偶
然
で

あ
ろ
う
か
。
毘
沙
門
信
仰
が
子
関
か
ら
中
園
に
停
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
邸
托

太
子
を
め
ぐ
る
俸
設
も
ま
た
そ
の
多
く
が
子
闘
で
愛
生
し
中
園
に
も
た
ら
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
北
京
西
山
の
併
牙
も
元
来
は
予
闘
か
ら
停
わ
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
お
毘
沙
門
天
が
車
に
李
姓
に
と
ど
ま
ら
ず
李
靖
に
特
定
さ
れ
る
の
は
、
お

そ
ら
く
明
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
李
靖
も
ま
た
武
紳
と

し
て
信
仰
の
封
象
と
な
っ
て
い
た
事
賓
が
あ
る
と
思
え
る
。
天
一
踊
二
年
、
す
な

わ
ち
子
関
王
李
聖
天
の
使
節
が
入
貢
す
る
一
年
前
、
衛
園
公
李
靖
は
蜜
願
王
に

封
じ
ら
れ
て
い
る
。
元
曲
「
単
鞭
奪
禦
」
雑
劇
第
四
折
に
、
徐
茂
公
が
尉
遅
恭

に
つ
い
て
、
「
若
非
岡
県
武
臨
凡
世
、
便
磨
黒
熱
下
天
産
」
と
述
べ
る
場
面
が
あ

る
。
徐
茂
公
は
す
な
わ
ち
李
靖
と
弁
び
担
僻
さ
れ
た
李
動
、
尉
還
恭
は
そ
の
姓
か

ら
し
て
お
そ
ら
く
子
関
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
ろ
ん
全
く
の
偶
然
に
す
ぎ
な
い

が
、
そ
こ
に
は
尉
濯
恭
が
民
間
信
仰
の
中
で
門
紳
と
見
な
さ
れ
、
か
つ
年
査
な

ど
で
黒
験
に
描
か
れ
る
と
い
う
事
賓
が
反
映
し
て
い
る
。
尉
遅
恭
が
門
榊
と
さ

れ
た
の
も
毘
沙
門
、
同
県
武
信
仰
と
無
縁
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
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従
来
、
毘
沙
門
、
邸
陀
の
研
究
は
、
歴
史
皐
者
と
小
説
史
家
に
よ
っ
て
別
々

に
行
わ
れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
本
書
は
停
設
の
歴
史
的
背
景
あ
る
い
は
歴
史

事
賓
の
停
説
化
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
拳
と
文
察
研
究
の
封
話
が
進

め
ば
、
将
来
こ
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

第
三
の
問
題
は
、
大
都
の
城
門
と
邸
托
の
形
吠
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
頭
六

管
に
せ
よ
八
管
に
せ
よ
、
大
都
が
嚇
托
に
比
擬
さ
れ
る
上
で
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
貨
は
北
側
の
城
門
が
一
一
つ
だ
け
で
あ
る
黙
に
あ
る
。
北
の
二
門
を
雨
足

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
成
立
し
な
い
で
あ
ろ

う
。
『
周
躍
・
考
工
記
』
に
な
ら
い
、
本
来
四
方
と
も
三
つ
で
あ
る
べ
き
城
門

が
、
な
ぜ
北
側
だ
け
二
つ
な
の
か
は
、
容
易
に
は
答
え
の
出
な
い
問
題
で
あ

る
。
む
ろ
ん
、
も
し
本
蛍
に
大
都
が
那
陀
に
象
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
答

え
は
簡
単
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
三
つ
の

臆
測
を
述
べ
て
み
た
い
。

第
一
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
都
の
北
側
約
三

分
の
一
に
は
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た
痕
跡
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
杉

山
正
明
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
(
「
ク
ピ
ラ
イ
と
大
都
」
『
中
園
近
世
の
都

市
と
文
化
』
一
九
八
四
京
大
人
文
研
〉
、
東
西
南
面
の
北
側
二
門
も
賓
際
的

一
意
味
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
市
街
地
の
な
い
北
側
に
わ
ざ
わ

ざ
費
用
を
か
け
て
三
門
を
作
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
は

主
因
で
は
あ
り
え
ま
い
。

第
二
は
、
何
ら
か
の
防
御
上
の
理
由
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、
大
都
は

南
側
よ
り
も
北
側
の
防
備
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
北
側
に
市
街

地
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
ま
た
そ
も
そ
も
那
陀
や
員
武
な
ど
北
方
の
守

護
紳
が
鎗
ぎ
出
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
黙
と
関
係
す
る
と
思
え
る
。

第
三
に
、
評
者
は
こ
れ
が
最
も
重
要
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
風

水
設
と
の
関
連
で
あ
る
。
中
園
の
都
城
の
建
設
に
際
し
て
は
、
風
水
上
の
配
慮

が
な
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
大
都
も
お
そ
ら
く
そ
の
例
外
で
は
あ
る
ま
い

が
、
残
念
な
が
ら
評
者
は
具
鐙
的
な
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
何
隣
析
・
羅

梅乃
『
風
水
史
』
(
上
海
文
護
出
版
社
一
九
九
五
〉
は
、
北
京
の
北
門
が
二
つ

な
の
は
、
南
は
陽
で
奇
数
、
北
は
除
で
偶
数
だ
か
ら
で
あ
る
と
説
明
す
る
が

(
一
七
五
頁
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
北
門
は
気
を
迎
え
入
れ
る
と
い
う
読

(
『
陽
宅
禽
心
集
』
何
瞬
析
著
、
宮
崎
順
子
書
『
風
水
探
源
』
人
文
書
院
一

九
九
五
に
引
く
〉
な
ど
も
あ
る
い
は
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
黙
に
関
連
し
て
-
評
者
が
気
に
な
る
の
は
、
大
都
の
中
軸
線
の
問
題
で
あ

る
。
大
都
の
中
執
線
に
つ
い
て
は
鼓
模
、
鍾
捜
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま

で
多
く
の
議
論
と
調
査
が
な
さ
れ
て
来
た
が
(
張
寧
「
関
子
北
京
城
俸
統
中
軸

線
的
歴
史
考
察
」
『
中
園
古
都
研
究
』
山
西
人
民
出
版
社
一
九
九
八
に
契

約
が
あ
る
〉
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
中
軸
線
の
中
心
に
設
け
ら
れ
た
中

心
翠
(
風
水
設
の
「
正
穴
」
に
相
蛍
す
る
)
が
東
側
に
若
干
ず
れ
て
お
り
、
か

っ
そ
こ
が
丁
字
街
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
丁
字
路
が
し
ば
し
ば
軍
事
上

の
目
的
、
乃
至
は
邪
気
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
よ
う
。
し
か
も
中
心
肇
の
西
す
な
わ
ち
員
の
中
心
軸
上
に
鼓
楼
が
、

さ
ら
に
そ
の
員
北
に
鑓
棲
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
車
に
時
を
告
げ
る
た
め
だ
け
で

な
く
、
何
ら
か
の
呪
術
的
も
し
く
は
風
水
的
意
味
が
賦
輿
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
鍾
や
鼓
に
も
や
は
り
邪
気
を
鎮
め
あ
る
い
は
追
い
や
る
機
能
が
期
待
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
中
心
軸
北
端
に
城
門
が
な
い
の
も
、
こ

の
方
面
か
ら
考
察
し
う
る
の
で
は
な
い
か
。

大
都
と
風
水
の
食
際
の
関
係
は
と
も
か
く
、
大
都
ま
た
北
京
が
の
ち
に
風
水

的
に
解
縛
さ
れ
た
こ
と
に
は
、
疑
問
の
徐
地
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
那
托
へ
の
比

-149ー
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綴
と
い
う
身
佳
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
、
ま
た
水
源
や
龍
と
の
か
か
わ
り
も
、
み
な

風
水
的
な
渡
想
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
著
者
は
劉
基
に
仮
託
さ
れ
た
風
水
害
の

名
を
穆
げ
た
が
、
劉
乗
忠
に
つ
い
て
も
、
陳
情
押
撲
、
劉
乗
忠
集
の
『
玉
尺
経
』

が
停
わ
る
。
北
京
城
を
設
計
し
た
と
さ
れ
る
二
人
の
劉
氏
は
共
に
風
水
の
大
師

と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
劉
基
の
作
と
さ
れ
る
「
堪
輿
漫
興
』
に
は
、

「北
龍
」
と
題
し
て
、

「
北
龍
結
地
最
信
用
佳
、
蔦
頃
山
蜂
入
室
除
。
鴨
緑
古
典
河

前
後
抱
、
金
肇
千
古
帝
王
家
」
と
北
京
の
地
理
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
金
翠
が
北

京
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
銚
康
孝
が
こ
の
停
設
に
加
わ
っ
た

に
つ
い
て
は
、
著
者
の
翠
げ
る
理
由
の
他
に
、
挑
が
劉
乗
忠
と
同
じ
く
還
俗
俗

で
あ
っ
た
と
い
う
共
通
知
が
指
摘
で
き
よ
う
。

那
陀
と
大
都
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
杉
山
正
明
氏
が
、

シ
ヴ
ァ
一紳
の
袋
身

Z
同
右
『
仙
石
(
踊
る
王
)
と
の
関
連
を
示
唆
さ
れ
た
が
(
前
掲
論
文
法
一
八
)
、

二
階
堂
善
弘
氏
「
嚇
托
太
子
考
」
が
引
く
翠
潤
の
陳
腕
恰
氏
の
設
も
こ
れ
と
同

じ
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

本
書
に
つ
い
て
評
者
が
問
題
提
起
し
た
い
第
四
の
黙
は
、
停
設
の
文
化
的
意

義
に
つ
い

て
で
あ
る
。
著
者
が
こ
の
問
題
を
大
傍
統
と
小
停
統
と
い
う
枠
組
で

解
縛
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
。
た
だ
著
者
は
爾
者
の
関
係
を
徐

り
に
も
調
和
的
、
融
合
的
に
と
ら
え
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
評
者
に

は
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
大
俸
統
と
小
停
統
と
は
具
種
的
に
は
、

『周

櫨
』
に
代
表
さ
れ
る
儒
激
的
な
都
市
プ
ラ
ン
と
廊
陀
に
代
表
さ
れ
る
民
開
捕
開
設

と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
後
者
の
性
格
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
異
質
の

要
素
が
混
在
す
る
き
わ
め
て
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
大
傍
統
と
は

相
容
れ
な
い
非
中
図
的
色
彩
さ
え
濃
厚
で
あ
る
。
北
宋
末
の
宣
和
二
年
、

温
州

の
明
数
信
徒
が
「
太
子
下
生
経
」
「
太
子
偵
」
「
四
天
王
帳
」
な
ど
の
園
経
を

用
い
、
か
つ
「
天
王

・
太
子
之
挽
」
を
傍
稽
し
た
と
い
う
『
宋
舎
要
輯
稿
』

(
刑
法
二
〉
の
記
録
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
天
王
は
、
宋
代
の
用
例
か
ら

し
て
毘
沙
門
天
王
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
太
子
」
は
那
陀
太
子
を
指
す
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
「
太
子
下
生
経
」
と
は
、
「
嫡
勤
下
生
経
」
と
な
ん
ら
か
の
関
連
が

あ
ろ
う
。
粛
勧
は
四
押
迦
か
ら
見
れ
ば
太
子
と
も
言
い
う
る
。
す
な
わ
ち
毘
沙
門

信
仰
は
明
教
(
マ
ニ
数
)
や
頭
助
信
仰
と
も
習
合
し
て
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
マ
ニ
数
と
漏
勅
信
仰
は
や
は
り
子
闘
を
中
心
と
す
る
西
域
で
盛
ん

で
あ
っ
た
。
こ
の
勲
、
宮
崎
市
定
前
燭
論
文
が
毘
沙
門
天
と
古
代
イ
ラ
ン
の
ミ

ト
ラ
信
仰
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
の
は
興
味
深
い
で
あ
ろ
う
。

北
京
建
城
と
邸
托
に
つ
い
て
の
傍
設
を
述
べ
た
明
清
代
の
文
字
資
料
が
係
わ

ら
な
い
の
も
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
よ
う
な
停
設
の
非
中
園
的
も
し
く
は
邪
教
的

な
要
素
と
関
係
し
よ
う
。
言
論
統
制
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
元
代
は
と
も
か

く
、
明
清
代
に
お
い
て
、
園
都
の
形
肢
が
邸
陀
の
如
、
き
民
閲
の
い
か
が
わ
し
い

紳
に
似
て
い
る
な
ど
と
い
う
言
設
を
文
字
に
記
す
こ
と
は
、
大
い
に
僚
ら
れ
た

に
相
濯
な
い
。
こ
の
俸
設
の
最
初
の
記
録
者
が
外
園
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

禁
忌
が
な
く
な
り
全
く
別
の
一意
義
づ
け
が
行
わ
れ
た
解
放
後
に
お
い
て
、
こ
の

附
仲
裁
が
俄
か
に
喧
間
博
さ
れ
た
事
貸
は
、
そ
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
-
評
者
は
、
清
代
以
降
の
反
清
運
動
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
博
設
が
定
型
化

し
侍
播
し
た
と
す
る
著
者
の
見
解
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
侍
読
自
慢

は
元
代
以
来
、
劉
柔
忠
か
ら
劉
基
へ
の
努
化
及
び
細
部
の
相
違
は
あ
る
に
せ

よ
、
口
頭
に
よ

っ
て

一
貫
し
て
停
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
元

の

『農
田
徐
話
』
に
劉
乗
忠
と
三
頭
六
管
の
那
托
と
い
う
停
設
の
基
本
的
骨
格

が
す
で
に
見
え
る
以
上
、
た
と
え
そ
の
後
の
文
字
資
料
を
紋
く
と
し
て
も
、
停

設
が
一
旦
消
え
て
ま
た
復
活
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
四
つ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
も
う
少
し
述
べ
る
べ
き
事
貨
も
あ
る

が
、
す
で
に
書
評
の
範
園
を
逸
脱
し
て
い
る
。
先
.
す
は
問
題
を
提
起
し
て
、
者
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者
を
含
む
尊
家
の
議
論
を
期
待
し
た
い
。

最
後
に
著
者
の
陳
皐
帽
邪
教
授
が
本
書
を
著
し
た
意
園
に
つ
い
て
一
言
述
べ
た

い
。
評
者
は
先
に
本
書
の
テ
!
マ
に
と
っ
て
著
者
は
最
適
任
者
で
あ
る
と
述
べ

た
が
、
著
者
自
身
は
そ
う
で
は
な
い
と
謙
遜
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
七

九
年
に
昼
術
交
流
の
た
め
北
京
を
訪
れ
る
ま
で
、
著
者
は
一
度
も
北
京
の
土
を

踏
ん
で
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
う
言
わ
れ
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ
ろ

う
。
で
は
な
ぜ
北
京
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
著
者
が
、
北
京
を
舞
肇
と
す
る
こ

の
停
設
に
か
く
も
執
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
に
は
、
著
者
が
長
年
の
研
究
生
活
を
回
顧
し
、
そ
の
聞
い
か
に
こ
の
テ

ー
マ
を
温
め
つ
づ
け
て
き
た
か
を
語
っ
た
長
文
の
自
序
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
著
者
が
こ
の
テ
!
?
に
興
味
を
も
っ
た
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け

は
、
幼
少
の
項
父
老
か
ら
聞
い
た
劉
伯
温
の
故
事
で
あ
っ
た
。
劉
伯
温
の
故
事

と
い
う
の
は
、
中
秋
の
晩
に
月
餅
に
手
紙
を
入
れ
て
蒙
古
人
に
謝
す
る
漢
民
族

の
決
起
を
促
し
た
と
い
う
あ
の
有
名
な
話
に
相
違
あ
る
ま
い
。
こ
の
停
読
は
遁

〈
人
口
に
姶
爽
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
反
清
の
気
風
の
強
か
っ
た
南
方
で
は

盛
ん
に
語
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
停
設
の
民
族
主
義
的
意

味
が
最
後
ま
で
現
質
性
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
英
領
植
民
地

た
る
香
港
で
あ
っ
た
。
貸
際
、
近
年
で
も
こ
の
俸
設
は
、
香
港
で
は
民
衆
に
よ

っ
て
熱
心
に
語
り
縫
が
れ
て
い
る
。
著
者
が
劉
伯
温
の
話
を
聞
い
た
の
は
、
そ

の
香
港
に
お
い
て
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
評
者
は
著
者
の
回
想
か
ら
、
香
港
の

女
流
作
家
、
鍾
隣
陽
の
小
設
『
愛
妻
』
で
、
中
秋
節
の
満
月
の
夜
、
若
い
娘
が

慾
人
と
月
餅
を
食
べ
な
が
ら
、
子
供
の
頃
に
聞
い
た
劉
伯
湿
の
停
設
を
な
つ
か

し
く
語
る
美
し
い
場
面
を
、
は
か
ら
ず
も
思
い
出
し
た
。
月
餅
は
香
港
の
名
物
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で
も
あ
る
。

香
港
に
生
を
享
け
、
洋
式
教
育
の
中
で
そ
だ
ち
、
生
涯
の
大
牢
を
ア
メ
リ

カ
、
品
ュ

l
ジ
l
ラ
ン
ド
で
す
ご
さ
れ
た
陳
数
授
が
、
何
故
見
た
こ
と
も
な
い

北
京
の
地
の
俸
設
に
こ
だ
わ
り
つ

e

つ
け
た
の
か
、
怨
い
牢
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が

あ
る
。
讃
者
は
、
本
書
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
本
書
を
著
し
た
著
者
の
心
中
に

よ
ろ
し
く
思
い
を
致
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
香
港
特
別
行
政
府
は
、
本
年
よ
り
嘗
暦
四
月
八
日
の
併
誕
日
を
公

休
日
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ
は
す
で
に
休
み
で
あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
う
一
意
味
で
、
中
園
返
還
後
の
新
政
策
で
あ
り
、
ま
た
中

園
本
土
で
は
併
誕
日
が
休
み
で
な
い
こ
と
か
ら
言
え
ば
、
一
図
雨
制
の
成
果
で

も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
本
年
二
月
二
十
二
日
の
「
香
港
大
公
報
」
に
よ
れ
ば
、
こ

の
第
一
回
公
定
例
誕
日
を
記
念
し
て
、
北
京
西
山
の
傍
牙
が
九
龍
の
燈
育
館
に

お
い
て
七
日
開
開
帳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
子
関

よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
義
和
園
事
件
で
再
び
世
に
出
た
油
田
牙
で
あ
る
。
陳
数
授
は

こ
の
因
縁
の
傍
牙
を
参
拝
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
感
慨

を
も
た
れ
た
か
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
香
港
に
は
邸
陀
廟
の
あ
る

こ
と
を
聞
か
な
い
が
、
制
御
り
の
マ
カ
オ
に
は
、
著
名
な
聖
ポ
ー
ル
天
主
堂
跡
の

田
県
下
に
、
邸
托
を
祭
る
小
さ
な
洞
が
あ
っ
て
、
カ
テ
ド
ラ
ル
の
偉
容
と
好
封
照

を
な
し
て
い
る
。
北
京
の
併
牙
も
つ
い
で
に
こ
の
マ
カ
オ
の
邸
托
廟
に
立
ち
寄

れ
ば
さ
ら
に
意
義
深
い
で
あ
ろ
う
。
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